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３．２ 断層活動履歴や平均変位速度の解明のための調査観測 

ｂ．神縄・国府津－松田断層帯の変動地形と活動様式・活動性の解明 

 

 (1) 業務の内容 

 

(a) 業務題目 神縄・国府津－松田断層帯の変動地形と活動様式・活動性の解明 

 

(b) 担当者 

所属機関 役職 氏名 

国立大学法人東北大学理学研究科 

国立大学法人東北大学理学研究科 

国立大学法人千葉大学理学研究科 

法政大学社会学部 

首都大学東京都市環境学部 

財団法人地震予知研究振興会地震調査研

究センター 

教授 

助教 

教授 

教授 

教授 

職員 

今泉俊文 

石山達也 

宮内崇裕 

東郷正美 

鈴木毅彦 

田力正好 

 

(c) 業務の目的 

変動地形学的アプローチから、本断層帯の活動履歴や平均変位速度の解明を図る。国

府津－松田断層の海域延長部にあたる相模湾沿岸部では、高分解能音波探査、高分解能

海底地形調査およびコアリングを実施し、同断層の浅部形状および完新世の活動状況の

解明を行う。陸域については、変動地形調査とともにボーリング・トレンチ調査等と第

四紀年代学的な手法により、第四紀後期における断層帯の平均変位速度を求める。更に、

構造探査の結果等を加えて、本断層帯を主とする伊豆半島北縁部の活断層の三次元分布

形態等を明らかにし、第四紀後期の塑性的な地殻ひずみ速度の推定を行う。尚、このサ

ブテーマで得られた知見は逐次サブテーマ（３）（地震動予測の高度化）に反映させ、

本調査観測全体の進展を図る。 

 

(d) ３ヵ年の年次実施計画 

1) 平成 21 年度： 

 足柄平野縁辺および酒匂川流域の活構造を対象にして既存資料を収集すると

ともに、地形・地質調査および空中写真判読を含む変動地形学的な調査観測を実

施し、活断層・変動地形の位置・分布・変位のセンス・平均変位速度について解

明する。 

  2) 平成 22 年度： 

   平成 21 年度の既存資料の収集と検討結果に基づき、神縄・国府津－松田断層帯

およびその延長部を含む、足柄平野周辺および酒匂川流域の活構造を対象にして変

動地形・第四紀地質学的手法にもとづく調査観測を実施し、活断層・変動地形の位

置・分布変位のセンス・平均変位速度など活動様式・活動性について解明する。   

 3) 平成 23 年度： 
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   伊豆半島北縁部の断層帯を中心とした地域において、変動地形調査、空中写真判

読調査、数値地形データの解析、ボーリング調査、年代測定等を行い、断層の詳細

な分布を明らかにし、これらの平均変位速度を解明する。 

(e) 平成 21 年度業務目的 

足柄平野縁辺および酒匂川流域の活構造を対象にして既存資料を収集するとともに、

地形・地質調査および空中写真判読を含む変動地形学的な調査観測を実施し、活断層・

変動地形の位置・分布・変位のセンス・平均変位速度について解明する。 

 

(2) 平成２1 年度の成果 

 

(a) 業務の要約 

足柄平野縁辺および酒匂川流域の活構造を対象にして、文献･ボーリング既存資料を収

集するとともに、空中写真判読を主体とする変動地形学・地質調査観測を実施した。その

結果、足柄平野東縁部から北縁部にかけて、活断層・変動地形の位置・分布がほぼ連続的

に追跡できることや、これまで認定されていなかった新期の変動地形が存在することがわ

かった。 

 

  (b) 業務の実施方法 

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2009）は、神縄･国府津－松田断層帯について

以下のように総括している。神縄･国府津－松田断層帯は､丹沢山地南麓部にあたる静岡県

駿東郡小山町から､神奈川県足柄上郡山北町､松田町､大井町を経て､小田原市が位置する相

模湾岸地域に至る断層帯である（図１）｡この断層帯は､南西側の足柄平野と北東側の大磯

丘陵等との地形境界に位置し､長期的には北東側を相対的に隆起させてきた逆断層帯であ

る｡断層帯の長さは約25 kmもしくはそれ以上で､屈曲点を境に北西側では東西方向に､南東

側では北西－南東方向に延びる｡本断層帯は､断層の北－北東側 が南－南西側に対して相

対的に隆起する逆断層である｡本断層帯のうち、国府津－松田断層帯における平均上下変位

速度は､松島（1981）（縄文海進期の内湾泥層上面高度；鬼界アカホヤ火山灰層（約 7300

年前；町田・新井、2003）の挟在層準）、水野ほか（1996）、山崎･水野（1999）（箱根東京

軽石流堆積物とその直下の箱根東京軽石層；Hk－TP（pfl）; 65000～60000 年前；町田・

新井、2003）、山崎ほか（1982）、山崎（1984）（三崎面相当海進期堆積物；約 84000～80000

年前；町田･新井、2003）などから、約 2～3 mm/yr であったと推定される｡また､神奈川県

（2003、2004）の結果にもとづき、最新活動時期が 12 世紀以後､ 14 世紀前半以前（西暦

1350 年以前）、１つ前の活動が約 2400 年前以後、１世紀以前に、２つ前及び３つ前の活動

は、約 4500 年前以後、約 2600 年前以前に生じたと推定される。平均活動間隔は約 800～

1300 年とされる。 また、１回の地震時の上下変位量は上記の平均変位速度と活動間隔か

ら３m 程度と推定される。さらに､松田北断層は箱根東京軽石流が 50m 以上変位させる（山

崎･町田、1981）ことから､同断層の平均上下変位速度は約 0.8 mm/yr 以上と推定される｡ 

このように、本断層帯では、近年の調査結果によって断層帯の活動に関するデータが蓄

積されてきた。一方で、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2009）が指摘するように、

本断層帯で発生する地震と海溝型地震との関連性や、本断層帯を構成する各断層の平均変
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位速度や過去の活動履歴のデータは乏しく、これらが同時に活動する範囲については引き

続き検討する必要がある。 

このような結果を念頭に、本年度は、次年度以降の本格調査の準備段階として、本断層

帯の変動地形を再検討するために、まず既存文献や断層帯周辺の大縮尺地形図など資料の

収集・整理を行った。また、周辺地域の既存ボーリング資料（神奈川県都市整備技術セン

ター提供の 2388 本および 静岡県総務部危機管理局提供の柱状図集含む）の収集を行った。

また、米軍 1940 年代撮影１万および４万分の１、国土地理院 1960～70 年代撮影１万・２

万および４万分の１空中写真を収集し、これらを使用して空中写真判読による変動地形の

再検討を行った。また、その結果を検討するために若干の地形・地質調査を実施した。 

 

(c) 業務の成果 

足柄地域は鮮新～更新世にかけて伊豆弧と本州弧の衝突場とされ（例えば杉村、1972；

Ito, 1985; 天野ほか、1986）、厚いトラフ充填堆積物である足柄層群が分布している。足

柄層群の地質やこれを切る断層については、天野ほか（1986）、狩野ほか（1988）、今永（1999）

などの研究によって明らかにされた。特に今永（1981）や天野ほか（1984）は箱根古期外

輪山を著しく変位・切断する平山断層の存在を指摘し、伊藤ほか（1982）、Ito et al. (1987)

は平山断層が第四紀後期に活動したことを指摘した。また、徐（1995）は酒匂川河床にて

箱根東京軽石流堆積物および上位の砂礫層に足柄層群が衝上する断層露頭を報告し、これ

を日向断層と命名して平山断層・松田北断層の間をつなぐ衝上断層であると推定した。こ

のほか、津久井ほか（2006）は山北南観測井の層序を検討し、丸山・浅間山に分布する足

柄層群が日向断層を介してコアの上部を占める箱根古期外輪山噴出物に衝上することを論

じた。一方、当地域の変動地形については、これまで宮内ほか（2008）により酒匂川右岸

と内川左岸の間に分布する段丘面群に撓曲変形が指摘されている。また、萬年ほか（2005）

はテフラ層序に基づき酒匂川左岸の浅間山の頂面を構成する中位段丘面を構成する砂礫層

を酒匂川左岸の段丘崖基部付近に露出する内山礫層（鈴木、1963; 町田、2001）と対比し、

その上下落差が浅間山・丸山南麓部に分布する日向断層によって生じた可能性を指摘した。 

 このように、地質学的には第四紀後期に活動的な断層の証拠が提示されているが、これ

まで報告された変動地形学的に認められる活断層とは必ずしも一致しない。そこで、各種

空中写真の判読を行い、変動地形の再検討を試みた。その結果、平山断層・日向断層に沿

って活断層の可能性がある地形が断片的に存在することが分かった（図２）。ただし、概し

て現在の活動性は不明確である。例えば、日向断層の両側では箱根東京軽石流堆積物の高

度差は 40m 程度であることから（鈴木、1963）、箱根東京軽石流堆積物の堆積以降の平均上

下平均速度は 0.6 mm/yr 程度と見積もられる。これは萬年ほか（2005）から推定される過

去８万年間の平均上下変位速度に比して明らかに小さい。また、平山断層では天野ほか

（1984）が指摘した断層露頭の近傍に、高位段丘面上に比高 30m 程度の東向きの崖地形が

ある。しかし、その崖高は従来日向断層などで求められている変位速度を考慮すれば小規

模なものである。Ito et al. (1986) は、平山断層の活動が最近約 20000 年間は衰えつつ

あることを指摘した。上記の観測事実は、同様に当地域の断層の活動性が衰えつつあるこ

とを意味する可能性がある。日向断層や平山断層は一般に足柄層群の層面に沿った断層で

あり、足柄層群の傾斜から断層面の傾斜は一般に高角であると考えられる。このような断
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層活動の衰微は、断層面の傾斜が lock up angle に近づきつつあることを意味するのかも

しれない。一方、酒匂川左岸の完新世段丘面や御殿場泥流堆積面（いわゆる山北面）には、

日向断層に沿って崖地形が断続的に分布しており、これらの成因や形成時期について今後

検討する必要がある。 

松田北断層については、従来宮内ほか（2008）などにより、酒匂川左岸の松田山南斜面

基部に活断層の存在が推定されてきた。一方、木村ほか（2005）の反射法地震探査によっ

て、断層の地表位置は酒匂川右岸付近に存在することが指摘された。山崎･町田（1981）は､

松田山南斜面における箱根東京軽石流堆積物の分布から、松田北断層がこれを 50m 以上変

位させるとした。松田山南斜面は木村ほか（2005）の結果から同断層の上盤に相当するこ

とは明白であり、このことから、同断層の平均上下変位速度は約 0.8 mm/yr 以上と推定さ

れる｡この平均上下変位速度は最小値である。神奈川県（2003、 2004）による松田町河南

沢でのボーリング調査では、立川ローム層に覆われる最終氷期の砂礫層が酒匂川左岸の低

位段丘面下に分布することが分かっている。また、山崎（1994）、今永ほか（1990）は酒匂

川左岸の松田山南斜面基部の地下に埋没段丘の存在を指摘したほか、山崎（1994）や今回

収集した既存ボーリング資料は従来の活断層の位置よりもさらに南方まで埋没段丘が南に

傾き下がることを示している。このように、松田山南麓斜面から断層下盤側にあたる足柄

平野北部地下の最終氷期の段丘堆積物や箱根東京軽石流堆積物の分布を知ることにより、

松田北断層の実変位量や正確な平均上下変位速度を推定することができる可能性がある。 

国府津－松田断層に沿っては、非常に新しい時代に形成されたと考えられる比高数 m の

西向き変動崖が、足柄上郡大井町上大井から小田原市国府津にかけて、ほぼ連続的に分布

している。これには神奈川県（2003、2004）がトレンチ調査を実施した曽我原地区を含む。

上大井以北では不明確であるが、今後引き続き検討が必要である。これらの新期の変動地

形は歴史時代をふくむ完新世後期に本断層帯で発生した地震によって形成された可能性が

あり、トレンチ調査や群列ボーリング調査などの掘削調査によって本断層帯の過去の活動

時期をより正確に把握する手がかりになる可能性がある。今後はトレンチ調査・群列ボー

リング調査の可否をふくめた検討を行う必要がある。 

本断層帯の活動時期や平均再来活動間隔については、神奈川県（2003、2004）がトレン

チ調査を実施した曽我原地区で推定された過去の地震の発生時期が重要な拘束条件を与え

ている（地震調査研究推進本部地震調査委員会、2009）。一方で、曽我原地区のトレンチで

推定された国府津－松田断層の地震時上下変位量は 1.1 m であり、国府津－松田断層の平

均再来活動間隔と平均上下変位速度から推定される地震時上下変位量（約３ m）に比べて

有意に小さい。また、曽我原地区を含む中位・低位段丘面を変位させる低断層崖を横断す

るボーリング断面から推定された平均上下変位速度は 0.6 mm/yr と小さく（産業技術総合

研究所、2008）、地震調査研究推進本部地震調査委員会（2009）はその理由として曽我原地

区では断層が数本並走するためとしたが、断層の位置や分布については、特に千代台地西

縁の活断層については存在に疑問を呈する議論がある（山崎・水野、1999）。このように、

これまで得られた本断層の過去の活動時期や活動間隔が、断層の代表値と見なせるかどう

かについては検討の余地がある。   

一方で、上述の通り非常に新しい国府津－松田断層の変動崖は曽我原地区のみではなく、

断層トレースの大部分で認められることから、断層トレースが比較的単純な場所において



 76

本断層の過去の活動時期や活動間隔に関するデータを蓄積する必要がある。また、変位地

形の解釈について議論があることから、断層変位地形の地下構造を考慮した形成メカニズ

ムを詳細に検討する必要がある。 

足柄平野については、酒匂川下流域に鴨宮段丘と呼ばれる完新世後期の段丘面が分布す

ることが知られている（山崎、1993；山崎、1994；山崎・水野、1999）。鴨宮段丘は最上部

に御殿場泥流堆積物（町田、1964；約 2700-2800 年前；年代値は町田、2000）をはさむが、

現在は酒匂川の下刻・側刻を受けている。また、足柄平野のボーリングによる沖積層の堆

積曲線によれば、足柄平野では縄文海進以降にほとんど沈降が生じていないと示唆される

（松島、1980；松島、1982；山崎ほか、1982；松島、1999）。山崎（1993）は、このような

現象を平野が隆起を受けたことによるとし、国府津－松田断層による地震と 1923 年大正関

東地震タイプの相模トラフで発生する地震の地殻変動の累積である可能性を指摘した。 

今回、航空測量により取得された５m DTM を利用して足柄平野の地形断面図を作成した

（図３）。このうちＢ断面によれば、鴨宮台地は上に凸の形態を示している。Ｂ断面に近い、

既存のボーリングを利用した地質断面図によると、鴨宮台地の最上部はスコリア・パミス

を挟む有機質シルト層・砂質シルト層とこれを覆う御殿場泥流堆積物からなり、これらは

東西方向にほぼ一様な層相・厚さを示し、千代台地以南では国府津－松田断層に向かって

傾き下がり、千代台地南部では台地西縁部でその高度を急に上げることがわかる（図４）。

地形断面図で表現されたような上に凸の構造は、初生的にほぼ水平な堆積構造をもつこれ

らの地層が、堆積後の地殻変動によって背斜変形したものと考えられる。またＣ・Ｄ断面

は、鴨宮段丘とこれを切って分布するより新期の段丘面を含むが、これらも同様に上の凸

な形態を呈しており、上記のような背斜変形を受けている可能性がある。これらの完新世

段丘面群の形態や位置は、相模湾岸で得られた地殻構造断面において、足柄平野の直下に

みとめられる背斜構造と整合的である。このような過去 2000 年以降の海岸平野の多段化や

背斜変形は、相模湾岸の完新世海成段丘（米倉ほか，1968；遠藤ほか，1979；熊木・市川，

1981；宮内ほか，2003）と同様に、1923 年大正関東地震タイプの相模トラフで発生する地

震の地殻変動の累積である可能性があり、その形成時期については今後検討が必要である。  

Sato et al., (2005) による相模湾岸での地殻構造断面は、国府津－松田断層は地下６

km 前後でメガスラストに収れんしており、国府津－松田断層が東北日本弧の下に沈み込む

フィリピン海プレート上面のメガスラストから分岐したスラストであることを示す（図５）。

このように、国府津－松田断層や足柄平野の活構造とメガスラストが密接に関係している

ことが具体的に明らかになりつつある。国府津－松田断層や足柄平野の活構造から過去の

地震発生時期や再来間隔、地殻変動像をより正確に解明すると同時に、国府津－松田断層

と足柄平野の地形・地質構造をより正確に理解し、地殻構造探査から明らかになるメガス

ラストの構造と結びついた地震発生様式の理解を深めることが、本断層帯の地震像を理解

する上で重要であると言える。 
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図１ 神縄・国府津－松田断層帯周辺の活断層の位置。 

活断層の位置は中田・今泉編（2002）を用いた。背景の陰影図の作成には国土

地理院発行の 50m DEM と岸本（2000）の 250m DEM を使用した。 

赤い矩形は図 4 の概略位置を示す。 

 

 

 

図２ 足柄地域の活断層である可能性のある地形の分布。 
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図３ ５m DTM による足柄平野南部の地形断面図。 

   神奈川県小田原土木事務所の５m DTM を使用した。 

 

 

 

図４ 千代台地南端部・足柄平野南部の地質断面模式図。 

   ボーリングデータは今回収集した既存のボーリング資料を使用した。 

千代台地南端部については神奈川県（2004）の高田地点の調査結果を使用した。 
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図５ 相模トラフから足柄平野周辺で発生する大地震の発生様式の概念図。 

 Sato et al. (2005) の地殻構造探査断面を参考にした。 

 

 

(d) 結論ならびに今後の課題 

H21 年度は H22 年度以降の本格的な調査に備えて、足柄平野縁辺および酒匂川流域の活

構造を対象にして既存資料を収集するとともに、地形・地質調査および空中写真判読を主

体とする変動地形学的な調査観測を実施した。その結果、足柄平野東縁部から北縁部にか

けて、活断層・変動地形の位置・分布がほぼ連続的に追跡できることや、これまで認定さ

れていなかった新期の変動地形が存在することがわかった。これらの変動地形のうちのい

くつかは歴史時代を含む完新世後期に本断層帯で発生した地震によって形成された可能性

が高く、トレンチ調査や群列ボーリング調査などの掘削調査によって本断層帯の過去の活

動時期をより正確に把握する手がかりになる可能性がある。また、地震調査研究推進本部

地震調査委員会（2009）が指摘するとおり、本断層帯と伊豆弧・東北日本弧間の収束境界

の地殻構造との関連性については、Sato et al. (2004)や H21 年度本報告で得られた相模

トラフの収束境界の地殻構造断面とあわせた検討が必要である。神縄断層など足柄平野北

西部から御殿場地域にかけての断層帯の北西部の性状については次年度以降に検討する必

要がある。 

 

なお、本報告を作成するにあたり、以下の方々にお世話になった。産業技術総合研究

所の丸山 正氏は既存文献収集にあたりご協力を頂いた。神奈川県小田原土木事務所に

は５m DTMの使用の許可を頂いた。財団法人神奈川県都市整備技術センターおよび静岡

県総務部危機管理局危機情報室は既存ボーリング資料の使用について許可を頂いた。こ

こに記して感謝いたします。 
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(3) 平成 22 年度業務計画案 

 平成 21 年度の既存資料の収集と検討結果に基づき、神縄・国府津－松田断層帯およびそ

の延長部を含む、足柄平野周辺および酒匂川流域の活構造を対象にして変動地形・第四紀

地質学的手法にもとづく調査観測を実施し、活断層・変動地形の位置・分布変位のセンス・

平均変位速度など活動様式・活動性について解明する。 




